
【
料
金
】機
器
設
置
お
よ
び
撤
去
経
費
は
、
市
が

負
担
し
ま
す
。（
相
談
通
報
の
通
話
料
は
、
利

用
者
が
実
費
負
担
）

【
注
意
点
】ご
自
宅
に
固
定
電
話
の
な
い
方
は
、

機
器
の
設
置
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
方
法
】申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

高
齢
福
祉
課
、
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

渥
美
支
所
市
民
生
活
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
そ
の
他
】申
請
後
、
市
の
職
員
が
ご
自
宅
を
訪

問
し
、
状
況
確
認
を
行
い
ま
す
。

▼
高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係  

☎
23‐４
６
５
４

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
　

　
　
本
市
で
は
、
急
病
・
事
故
な
ど
の
緊
急
時
に
ボ

タ
ン
を
押
す
こ
と
に
よ
り
、
自
動
的
に
１
１
９
番

に
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る「
緊
急
通
報
装
置
」の

貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
な
ど

【
内
容
】ボ
タ
ン
を
押
す
と
１
１
９
番
に
通
報
で
き

る
緊
急
通
報
装
置
お
よ
び
無
線
発
信
器
、
親
族
な

ど
に
電
話
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
相
談
通
報
装

置
を
貸
し
出
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
の
手
引
◆

　
安
否
確
認
、緊
急
通
報
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
、介
護
関
係
情
報
な
ど
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。下
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲相談通報装置

▲緊急通報装置 ▲無線発信器

　
「家族介護用品購入補助券」
使用可能店舗を募集しています！

　本市では、対象の方に紙おむつなどの購入に使用できる「家族介
護用品購入補助券」を交付しており、この助成券の使用可能店舗を
随時募集しています。
　詳しくは、高齢福祉課までお問い
合わせください。
※市内で営業している店舗に限ります。

▶高齢福祉課高齢福祉係
　☎ 23-4654

相
談
ボ
タ
ン
を
押
す
と

親
族
な
ど
、あ
ら
か
じ
め

登
録
し
た
方
に
電
話
を

か
け
る
こ
と
が
で
き
る

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ペ
ン
ダ
ン
ト
型
の
無
線

発
信
機
で
、ボ
タ
ン
を

押
す
と
自
動
で
１
１
９

番
に
通
報
で
き
る

ボ
タ
ン
を
押
す
と
、自

動
で
１
１
９
番
に
通
報

で
き
る

緊急通報システム使用の流れ

緊急通報システムの種類

※緊急通報装置
②通報ボタンを押す

④救急車出動③自動で１１９番通報

①緊急事態！
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